
中国の文化をテーマにし

た卒業論文制作を通じて、

いかにして氾濫する情報の

中から必要な資料を探しあ

て、どのようにしてそれら

をつなぎあわせて、ヒト、

モノ、コトなどを捉えてい

くかについて研鑽を深めて

います。博士後期課程2名、

博士前期課程5名、学部研

究生3名、4年生6名、3年

生9名の合計25名から構成

されており、うち外国人留

学生13名、留学経験者12

名（含臨地演習）です。

日本、中国、香港、台湾、

韓国など多国籍の学生で構

成されているのが我が研究

室の特徴です。ゼミでは毎

回担当者が発表をした後に

議論を展開します。今年の

卒論テーマも例年通り多種

多様ですが、一見自分のテ

ーマとは関連がないと思われる発表が、思わぬところ

でつながる瞬間におもしろみを感じます。毎年春と夏

には合宿を行い、研究発表以外に学外演習（先生をガ

イドにした観光）や懇親会も行って親睦を深めていま

す。そんな我がゼミ最大のイベントが卒論執筆です。

特に年末年始は修了生、卒業生も差し入れを持って駆

けつけ、論文の校正や留学生の日本語チェックを手伝

ってくれます。今年も刻一刻と迫ってきた卒論提出に

向けて、ゼミ生一同盛り上がっていきたいです。

国際学部　国際社会学科４年　大城五月

私が大学生活の中で直面していた問題は、何を研究

したいのか分からないことでした。しかし先生の授業

を通じて、自分が学問に真剣に向き合っていないこと

がその原因であることに気付きました。松金ゼミは厳

しそう、ゼミが長そうとよく言われま

す。確かにその通りです(笑)。しかし

先生は私が問題に直面した時に、自分

で考え、乗り越えられるような助言や

ヒントを下さいます。多忙な中、論文

指導以外に就職活動や学生生活に関し

ても指導して下さいます。そんな身を

削った熱心な指導に、ゼミ生は今日も

救われています！

国際学部　国際社会学科４年

李 赫周

世界史に残る震災と原発事故をもたら

した3.11の後で、大学において何を学

び、考える必要があるのか。この問いに

真剣に向き合おうと考えた教員が4つの

学部から集まり、それぞれの専門に関連

させながら「学問の不確かさ」を批判的

に考える連続授業を行いました。また学

生同士のディスカッションを通して、答

えが用意されていない問題を考え続ける

作業に挑戦しました。

「3.11」という一つの出来事を軸として、

理系や文系の垣根を越えたさまざまな分

野のお話を聴き、それを踏まえて教員や学生同士で

重ねた議論はとても有意義でした。

この授業を通して、一つの問題を解

決するには、一つの視点だけでなく

物事を多角的に見ること、そしてそ

の上で「自分で考える」ことがとて

も大切だということを学びました。

農学部　森林科学科１年　林　実李

自分たちはどのような社会にしたいのか、という言

葉が印象的でした。今後の社会を担っていくのは私た

ちの世代であることを認識するだけ

でなく、その世代の一人として責任

を感じました。幅広い分野の講義と

履修者とのディスカッションを通し

て学んだことを生かし、講義履修後

も真剣にこの問題を自分自身に問い

続けていきたいと思います。

国際学部　国際社会学科１年

丹治真奈

私は相手の気持ちになることができれば公害なんか

起きないだろうなと思いました。今回の原発のことも

そうですし、反省を活かすこと、相手の気持ちにたつ

ことが大切なのだと思いまし

た。ほかにも被災三県などと

いう分け方、情報を多面的に

とらえること、情報の発信の

仕方への不満、権威主義など

自分で考えることが大切だと

意識した授業でした。

教育学部

学校教育教員養成課程　

社会科専攻１年　益子丈生

現在、松金研究室にて東ア

ジア植民地に於ける日本内地

仏教留学について研究を進め

ております。主に植民地期台

湾にフォーカスし、内地仏教

留学を果たした台湾人の背景や留学の軌跡、帰国後の

活動等を一次史料から紐解き、宗教人を介した文化の

流動がどのように行われたかを解明して行きたいと考

えています。これまで史学的視点から取り組んできた

当該研究を国際学研究科にて、より多様な内容へ転換

できればと日々取り組んでおります。

大学院国際学研究科博士後期課程２年　大野育子

「3.11」がまるで起こらなかったようにこれまでと同

じ授業はできない、と悩んでいたときに、多くの先生

方のご理解を得て実現したのがこの授業です。初の試

みで教員側も手探りでしたが、学生たちは学部や学年

を越えて積極的に議論し、授業の質を高めてくれまし

た。教員が用意した答えを鵜呑みにせずに批判的に考

察し、「先生が言ったから」ではなく、自分たちの言葉と論理を

駆使して思考し、議論できるようになってほしいと願っています。

対話を通して獲得する自立的思考力と共生のた

めの表現力が、21世紀の新しい社会を創ってい

く力になると信じるからです。

国際学部　国際社会学科　准教授　清水奈名子　

●教員から

●ゼミ生から

●ゼミ概要

●学生から

●授業概要
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この講義は、震災後自分の中

でもやもやしていたことに、積極的にアプローチする

機会になりました。学部学科などの

隔たりをなくすことで多くの視点か

ら問題を見ることができ、お互いの

思考をシェアすることで自分の思考

も深められました。講義の内容だけ

でなく、受講した学生の意見などを、

これからの普段の自分の思考や生活

に還元していきたいと思います。

工学部　建設学科

建築学コース１年　田崎充彩

● 教員から

■全学部教員による連続授業（2012年4月～７月）

「3.11と学問の不確かさ」－震災後の大学で考える－

授業講師／廣内大輔・飯郷雅之・小原一真＊・二瓶由美

子＊・田口卓臣・西崎伸子＊・尾崎功一・山本美穂・大

久保達弘・飯塚和也・森本章倫・長谷川万由美・上原秀

一・阪本公美子・清水奈名子（＊は学外講師）

さまざまな局面で中国と接する機会が増加する昨今

ですが、その理解はたやすいことではありません。今

日起きている日中間の軋轢の原因のひとつには、文化

的近似性、同文同種などが強調された結果、「わかり

あえるはず」という安易な期待が生じ、それがお互い

に裏切られ続けてきたことが挙げられます。

しかし、中国を異文化と捉え、「異文化は理解でき

ない」ことを基本に据えれば、我々が如何にこれまで

隣国ときちんと向き合ってこなかったかが明確になり

ます。中国を単純に理解しようとせず、わかりにくい

のが当たり前と、ゆっくり粘り強く、基礎知識を積み

重ねていくことを愉し

み、勝手な思い込みや

非難、そして感傷や甘

えを断ち切り、正面か

ら中国と対峙できる人

が少しは増えて欲しい

と思っています。

国際学部 国際文化学科

教授　松金公正
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